
粕谷和夫の観察日記。サワギク（沢菊）です。八王子の奥座敷・醍醐林道で毎年、この時期に咲く可愛い花です。沢沿

いなどの湿ったところに生えるのでこの名があり、薄暗い林縁でキラッと光って目立っています。今年も 5 月 29 日に

1 年ぶりに再会を果たしました。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を

持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

粕谷和夫の観察日記                 

野山の新緑が一回りした今頃、

木の葉を巻いて作られた「ゆりか

ご」が目立ちます。木の葉を巻い

たゆりかごを「揺籃ようらん」と

いいます。 揺籃の中には卵が数

個産み付けられています。 卵か

ら孵った幼虫は、この揺籃を食べ、成虫になるまでこの

中で暮らします。揺籃は切り落とされるタイプと落とさ

れないタイプがあり、落とされるタイプは「落とし文

（おとしぶみ）」と呼ばれます。落とし文は公然と言え

ないことを手紙にして道に落とした落書（江戸時代に行

われた）になぞらえて、名付けられました。この写真は

オトシブミを作る一種で「ウスアカオトシブミ」の成虫

です。5 月 18 日、八王子の奥でイタドリの葉の上にい

ました。可愛いですね。      

ムシトリナデシコの花で吸蜜す

るモンキアゲハです。5 月 23 日八

王子の奥座敷・醍醐林道です。オオ

ルリ他夏鳥調査中の一時です。オオ

ルリ、キビタキ、クロツグミなどの

声が同行者の耳には聞こえていると

のことですが、高齢難聴になると鳥の声ははっきり聞こ

えません。しかし、このようなチョウと野草の花で慰め

られます。  

秩父 34観音歩きを仲間 3 人

でやっています。2023 年から

初めて、昨年は 1 回しか歩けま

せんでした。今年は 5 月 26

日、27 日と 1 泊で 19 番から

23 番まで 5 観音を巡りまし

た。この写真は 20番の岩之上堂です。境内は、木々に

囲まれた小道を下った場所にあり、その途中のチドリソ

ウが丁度満開になっていました。23 番の音楽寺の堂前

の梵鐘は、音楽寺の名にふさわしく美しい音を奏でてく

れました。 

 

八王子の薔薇めぐり 日本閣とパペルブルグ 
 5 月２３日（金）爽やかな日。タウン

ニュースで紹介されていた結婚式場「日

本閣の薔薇」を近所の方たちと見に行き

ました。この時期は薔薇があちこちで咲

いています。行く途中の道からも薔薇自

慢のお宅が沢山ありました。薔薇の花が

目を楽しませています。 

 まず、館町にあるセブンイレブンのコ

ンビニ。ここは地元の人が広大な敷地を

持っていて自宅廻りは珍しいバラの花が咲き乱れていま

す。とくに目を引くのは紫の薔薇です。香りのいいバラ

や姿かたちのいい薔薇など。個性的です。どれも気品が

あって優雅さを備えているのが薔薇の特徴です。（秋に

は敷地で栽培している葡萄を販売しています） 

薔薇は愛の告白にぴったりというのもうなずけます。

そういえば毎年結婚記念日に１００本の薔薇の花束をも

らうという友人がいます。             

 横道にそれましたが、御殿峠にある日本

閣。教会の建物と薔薇がとても合います。

やはり薔薇は洋館と相性がいいです。ま

た、日本庭園が立派でした。池には錦鯉が

泳ぎ、滝が流れています。日本庭園の優雅

な雰囲気は日常から解放され心癒されま

す。それだけでも来たかいがありま

した。また、レストランを抜けて裏

庭に行くと丸い屋根の庭園があり薔

薇の花が見事でした。ここで優雅に

お茶もお勧めです。 

また、このすぐ近くに「山野愛子美容学校」がありま

す。入り口に色とりどりの薔薇の花がたくさん咲いてい

ました。紅葉台の山内さんをはじめ数人の方でここの薔

薇をボランティアで薔薇庭園を作っていると聞きました。

写真を撮るのにピッタリなベンチもありました。 

さて、ランチは日本閣のすぐ前に

ある八王子では有名な「パペルブル

グ」という人目を引く外観のお店。

よく TV などで紹介されていますの

で見たことがあるのではないで

しょうか。 ここは異次元の世界と

いう感じです。HP には、「パペルブルグは、東京都八王

子市鑓水（やりみず）にあるコーヒー専門店です。1991

年にオープンしたとは思えないその外観から、一部の廃

墟好きの間では「廃墟カフェ」とも囁かれていて、その

雰囲気を堪能しようと訪れる人が後を絶ちません。ドイ

ツ語でパペルはポプラの木、ブルグはお城や館を意味し

ていいて、お店本来のモチーフは中世南ドイツの騎士の

館とのこと。店内の壁画を含め、梁や柱に施された彫刻

や彫金、鍛鉄、タペストリー、ステンドグラスなどは多

摩美術大学の先生による作品とのこと

で、どれも本格的です。コーヒー専門店

のパペルブルグには、コーヒーを中心

にこだわりが感じられるメニューが種

類豊富に用意されています。またフー

ドメニューにはサンドイッチやトースト、ジャーマン

ドッグといったモーニングメニューや、パスタやピザ、

ビーフシチューなどのランチメニューもあります。」 

（正月以外は営業していると言っていました） 

 バラの花が咲く時期は、皆さんご自慢の庭園を見学す

るのを散歩コースに入れてみてはいかがでしょう。 
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